子どもの居場所学生ボランティアセンター
2019年度 学生提案型企画プロジェクトプラン
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１．基本情報
	代表者氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）

	


	所属・学年
	学校（　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　）学部　（　　　　　　　）学科・課程
（　　）年　　　　学籍番号（　　　　　　　　　　　　　）

	連絡先
	メール：
電　話：

	プロジェクト名
	

	実施するプロジェクトの概要（100字程度）
	







	参加メンバー氏名・所属・学年（代表者以外）
	・

	
	・

	
	・

	
	・

	
	・

	
	・

	
	・

	
	・

	
	・

	
	・

	
	・

	
	・

	
	・

	
	・

	
	・






２．「子どもの貧困」の問題の所在について　
　「学生提案型企画」は、沖縄の子どもの貧困問題の解決や啓発に貢献する学生主体のプロジェクトを支援する取り組みです。貴プロジェクトが念頭に置いている「子どもの貧困問題」について、下の枠内にご記入ください。
　（例）離島地域における子どもたちと大学生の交流が少なく大学へ行くイメージが持ち
にくい　等
	







３．「期待される効果」について
　貴プロジェクトが実施された際に、子どもの貧困問題にどのように寄与するでしょうか。期待される効果を下の枠内にご記入ください。
　（例）大学生と子ども達が交流を持つことで、子ども達が大学についてイメージを持つことができる　
　　　　子ども達の自己表現の能力が高まる　等
	








４．「社会への成果の還元方法」について　
　子どもの居場所学生ボランティアセンターでは、2019年2月～3月「学生提案型企画」の成果報告会の開催を予定していますが、それとは別に、貴プロジェクトにおいて、独自に社会に対して成果を還元する取組の実施を求めます。具体的にどのような方法によって、社会に成果を還元するのかについて、下の枠内にご記入ください。
　（例）成果をまとめた報告書をインターネットで公開等
	









５．「プロジェクトへの想い」について
　貴プロジェクトに関わるメンバーの子どもの貧困問題に対する想いや企画に対する意気込みついて、下の枠内にご記入ください。
	







６．「子どもの貧困問題への介入方法」について　
　「学生提案型企画」では、各プロジェクトに「子どもの貧困問題の解決や啓発」に寄与することを求めます。貴プロジェクトにおいて、どのような方法により、それを取るのかについて、下の枠内にご記入ください。
　（例）離島にて大学生との交流フェスティバルの開催
離島派遣の経験者が各大学で講演をし、学生サポートボランティアの登録増加を
図る　等
	









７．「実現性」について　
　「学生提案型企画」の実現性についてお尋ねします。知識、経験（過去の類似企画の経験の有無等）、行動力、人脈など、プロジェクトを実施するにあたって役に立つと思える事項について、下記の枠内にご記入ください。
　（例）メンバーに児童福祉を学んでいる学生がいる
今回のイベントの実施協力団体とすでに交流がある　等
	










８．実施スケジュール　
　下の枠内に、貴プロジェクトの実施スケジュールについて記入してください。なお、「学生提案型企画」としての活動は、1月末までに実施するようにしてください。また、イベントを複数回行なう予定の場合は全て記載してください。成果報告会を2019年2月～3月に開催する予定となっています。
	月
	内容

	






	



９．予算の使用計画　
　貴プロジェクトにおける予算の使用計画について、記入例にならって作成してください。
金額がはっきり分からない場合、おおまかな額で構いませんので記入してください。なお、経費の執行は、実施可能であるとの見込みが立つ場合に限ります（期間中に実施が見込めない場合、経費を支出することはできません）。

　【申請額：       （円）】
	事項
	金額(円)
	内訳

	
	
	







　（※記入例）
【申請額：50,000（円）】
	事項
	金額(円)
	内訳

	（例）消耗品費


　　　図書購入費

　　　旅費
	2,000


8,000

40,000
	　ファイル　　　　　　1,000円
　コピー用紙（上質紙）1,000円

　図書５冊　　　　　  8,000円

　○○島往復10,000円×4名＝40,000円
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